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平成 2７年度決算の概要 

 

平成２７年度の決算状況は、次項「会計別決算の状況」に示すとおり、一般会計においては、歳入総額 70,312,920

千円、歳出総額68,967,149千円で、歳入歳出差引額1,345,771千円の黒字決算となりました。また、特別会計にお

いては、国民健康保険特別会計を除き、各会計とも歳入歳出同額又は黒字決算となりました。 

第２次唐津市総合計画のスタートの年となった平成２７年度は、市町村合併後１０年間取り組んできた新市の基盤

づくりから、新たな１０年に向け、さらなる飛躍を遂げるため、第２次唐津市総合計画基本構想が目指す都市像「海と緑に

かこまれたここちよい 唐津」の実現に向けた「まちづくりの６つの基本目標」に沿った施策を中心に事業を展開しました。 

まず、「快適な生活と安全・安心のまちづくり」として、市道の道路改良事業や、老朽化した市営住宅の整備など、生活環

境基盤の整備をはじめ、災害に関する情報を迅速かつ正確に伝達するための防災情報ネットワークの整備を進めるとともに、

離島内避難所への備蓄品の配備及び備蓄倉庫の建設を行ったほか、自主防災組織の結成促進や育成強化の支援、新

たな地域防災リーダーの養成等を通じて地域防災力の向上を図りました。 

次に「全ての産業が調和して活き活き働けるまちづくり」として、いちご集出荷貯蔵施設整備に対する補助や、完全養殖マ

サバの商品化・事業化に取り組むなど、後継者が育つ魅力ある農林水産業の振興を図るとともに、まちなかの賑わいを創出

し、集客交流を促進する賑わいのまちづくり推進事業など、地域の魅力アップによる商工業の活性化を図るための事業を行

いました。さらには、コスメティック産業推進事業など、地域資源を活用した新分野への事業展開を進めました。また、国の交

付金を活用し、消費喚起、地域商業の活性化を図るためのプレミアム付き商品券発行に対する助成、観光消費喚起・集

客促進のための旅行クーポンの発券、海外コスメ企業の唐津進出を促進するための海外コスメ企業投資促進事業を実施し

ました。 

「生涯を通じてここちよく暮らせるまちづくり」として、唐津赤十字病院の移転に伴い、南病棟及び管理棟を保健センターや

歯科口腔保健センター等として活用するための基本・実施設計や、障がい者支援センターの３、４階部分を活用し、子育

てのしやすい環境を整備するための実施設計を行うなど、子どもを安心して産み、育て、いつまでも健康で、充実した老後を

過ごすことができる地域福祉の確立に努めました。 

「生きる力に満ちた人をはぐくむまちづくり」として、安全安心な学校施設の整備を行う小中学校大規模改造・改築事業や、

ＩＣＴ教育推進のため、特別支援学級へのタブレット型情報端末の整備や、離島と本土の学校をテレビ会議システムで結

び、授業交流等を行う事業を実施するなど、教育環境の整備に努めた。さらに、いじめ等問題行動の未然防止や早期発

見・早期対策及び被害の最小化、再発防止を図るための支援体制を構築しました。 

「歴史と文化が輝く観光のまちづくり」として、九州オルレ唐津コースの活用推進や、名護屋城跡並陣跡と呼子朝市を観

光・文化伝承の集客拠点として確立させ、周遊観光ルートの構築を図りました。さらには、クルーズ船の唐津港への寄港誘

致の促進や、唐津焼文化の発信、ヨット世界選手権の開催など、歴史的・文化的資源、スポーツ、豊かな自然や食材など

を活用することで、多くの交流を創出する観光のまちづくりを推進しました。 

最後に、「市民の力を最大限に引き出すまちづくり」として、人口減少社会においても持続可能な地域づくりを目指し、新

たに地域創生枠を設け実施したがんばる地域応援補助金や県の補助金を活用した佐賀段階チャレンジ交付金事業など、

市民力・地域力を積極的に引き出すための事業を実施しました。 

このほか、梅雨前線豪雨等により被災した農林水産業施設や土木施設の復旧事業等を行い、早期復旧に努めたほか、

石炭坑道跡の陥没による鉱害被害箇所の復旧事業を実施しました。 

 



【一般会計・特別会計】

一般会計とは…税金や、国・県からの補助金や交付金などを財源として、福祉・医療・教育・土木など、市民生活に直接関わる

　　　　　　　　　　さまざまな事業を行う会計です。

特別会計とは…決められた特定の事業を行う場合に、保険料や利用料金など特定の収入を財源として行う会計で、一般会計

　　　　　　　　　　とは区別して経理しています。

区 　 分

　会　計　別

D

70,312,920 68,967,149 1,345,771 310,359 1,035,412

国 民 健 康 保 険 19,050,603 19,830,563 △ 779,961 △ 779,961

後 期 高 齢 者 医 療 1,444,897 1,441,556 3,341 3,341

介 護 保 険 12,523,406 12,262,298 261,108 261,108

養 護 老 人 ホ ー ム 316,398 310,936 5,462 5,462

介 護 サ ー ビ ス 事 業 516,554 487,104 29,450 29,450

下 水 道 6,163,980 6,163,980 0 0

集 落 排 水 1,030,919 1,030,919 0 0

浄 化 槽 整 備 341,873 341,873 0 0

観 光 施 設 50,945 45,790 5,155 5,155

有 線 テ レ ビ 事 業 606,349 557,891 48,459 48,459

北波多中央部開発事業 231,018 19,116 211,901 211,901

計 42,276,941 42,492,026 △ 215,085 △ 215,085

112,589,861 111,459,175 1,130,686 310,359 820,327

（備考）端数整理のため差引額または合計額が一致しない部分があります。

　　　　　 一般会計の実質収支額1,035,412千円のうち、基金に550,000千円を繰り入れ、剰余金485,412千円が純繰越金です。

           国民健康保険特別会計は、赤字分を平成28年度の予算から繰上充用しました。

【公営企業会計】

公営企業会計とは…地方公営企業法に定められた独立採算を原則とする会計で、唐津市には４つの企業会計があります。

収入 支出

2,912,572 2,734,341

1,107,700 2,216,784

80,993 111,651

73,381 73,381

627,025 606,015

34,630 105,756

34,048,316 32,598,406

0 863,266

　 平成27年度は、モーターボート競走事業会計から一般会計へ300,000千円繰り出し、一般会計から各特別会計へ合計

7,060,084千円繰り出しました。

1,449,910

△ 863,266

(単位：千円)

会計別決算の状況

178,231

△ 1,109,084

△ 30,658

0

21,010

資本的収入及び支出

　水道事業会計　

　工業用水道事業会計　

　市民病院きたはた事業会計　

モーターボート競走事業会計

収益的収入及び支出

資本的収入及び支出

収益的収入及び支出

資本的収入及び支出

(単位：千円)

歳 入 歳 出

差 引 額

（ Ａ － Ｂ ）

Ｃ

収益的収入及び支出

資本的収入及び支出

収入支出差引額公営企業名

一　　般　　会　　計

実 質 収 支

（ Ｃ － D ）

特

　

　

　

別

　

　

　

会

　

　

　

計

Ａ

※収益的収入及び支出…経常的な営業活動にかかる収支（現金の支出を伴わない減価償却費等を含みます。）

※資本的収入及び支出…建設費など財産形成にかかる収支（収入額が支出額に対して不足する額は、内部留保資金で

　　　　　　　　　　　　　　　　補填しています。）

Ｂ

翌年度へ繰

越すべき財源

合　　　　　　計

歳　入　総　額 歳　出　総　額

△ 71,126

収益的収入及び支出



一般会計の款別決算額比較表

対 予 算比 対 予 算 比
(B) (D)

(A) (C)

1 市 税 12,163,345 12,272,398 100.9 17.4 1 議 会 費 425,466 417,679 98.2 0.6

2 地 方 譲 与 税 478,701 513,169 107.2 0.7 2 総 務 費 8,219,112 6,727,913 81.9 9.8

3 利 子 割 交 付 金 20,338 18,611 91.5 0.0 3 民 生 費 21,538,408 21,050,299 97.7 30.5

4 配 当 割 交 付 金 44,875 52,035 116.0 0.1 4 衛 生 費 7,481,888 7,328,704 98.0 10.6

5 株式等譲渡所得割交付金 16,231 41,004 252.6 0.1 5 労 働 費 51,033 51,033 100.0 0.1

6 地 方 消 費 税 交 付 金 2,075,172 2,306,684 111.2 3.3 6 農 林 水 産 業 費 5,018,917 4,671,536 93.1 6.8

7 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 35,000 33,264 95.0 0.0 7 商 工 費 2,933,622 2,663,958 90.8 3.9

8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 58,687 65,276 111.2 0.1 8 土 木 費 5,891,308 5,278,104 89.6 7.6

9 地 方 特 例 交 付 金 45,026 45,026 100.0 0.1 9 消 防 費 3,820,612 3,762,376 98.5 5.5

10 地 方 交 付 税 21,338,231 21,491,577 100.7 30.6 10 教 育 費 8,937,094 8,223,964 92.0 11.9

11 交通安全対策特別交付金 29,200 29,527 101.1 0.0 11 災 害 復 旧 費 301,489 240,136 79.7 0.3

12 分 担 金 及 び 負 担 金 887,621 889,737 100.2 1.3 12 公 債 費 8,571,899 8,551,447 99.8 12.4

13 使 用 料 及 び 手 数 料 1,314,624 1,310,206 99.7 1.9 13 予 備 費 113,615 0 0.0 0.0

14 国 庫 支 出 金 10,994,070 10,499,104 95.5 14.9

15 県 支 出 金 7,707,440 6,309,415 81.9 9.0

16 財 産 収 入 227,131 199,271 87.7 0.3

17 寄 附 金 102,488 106,492 103.9 0.1

18 繰 入 金 1,610,648 1,547,139 96.1 2.2

19 繰 越 金 846,693 846,693 100.0 1.2

20 諸 収 入 1,644,088 1,687,178 102.6 2.4

21 市 債 11,664,854 10,049,114 86.1 14.3

73,304,463 70,312,920 95.9 100.0 73,304,463 68,967,149 94.1 100.0

（備考）端数整理のため合計額が一致しない部分があります。

歳　 出 　合 　計

歳　　　　　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　　　　　出

決 算 額

構 成 比

平成27年度

予 算 現 額

（A）

平成27年度

決　算　額

（B）

歳　 入 　合　　計

(単位：千円、％)

決 算 額

構 成 比

平成27年度

予 算 現 額

（A）

平成27年度

決　算　額

（B）

款 款



一般会計歳入歳出決算額構成比図表

（単位：千円）

その他の内訳 その他の内訳

889,737 1.3% 　議会費 417,679 0.6%
1,310,206 1.9% 　労働費 51,033 0.1%

　財産収入 199,271 0.3% 　災害復旧費 240,136 0.3%
　寄附金 106,492 0.1%
　繰越金 846,693 1.2%

　分担金及び負担金

　使用料及び手数料

17.4%

35.0%

14.9%

9.0%

2.4%

2.2%

14.3%

4.8%

市税
12,272,398 

地方交付税等
24,596,173 

国庫支出金
10,499,104 

県支出金
6,309,415 

繰入金
1,547,139 

諸収入
1,687,178 

市債
10,049,114 

その他
3,352,399 

歳 入

9.8%

30.5%

10.6%

6.8%

3.9%

7.6%

5.5%

11.9%

12.4%

1.0%

総務費
6,727,913 

民生費
21,050,299 

衛生費
7,328,704 

農林水産業費
4,671,536 

商工費
2,663,958 

土木費
5,278,104 

消防費
3,762,376 

教育費
8,223,964 

公債費
8,551,447 

その他
708,848 

歳 出

市の借金（市債）を
返すお金

高齢者、児童、
障がい者などに
対する福祉サー
ビスなどの経費

消防、防災に
かかる経費

70,312,920 68,967,149

市民税 5,084,767

固定資産税 5,845,390

市たばこ税 996,863

その他

軽自動車税など 345,378 

基金の取り崩し
など

市が資金調達
のために借り入
れるお金

人件費、庁舎の維
持管理費、選挙な
どの経費

商工業、観光
などの経費

道路・公園・港
湾・市営住宅・
下水道などに
かかる経費

事業実施の際、受益
者に費用の一部を
負担してもらうお金

施設の使用料や戸
籍などの発行手数料

学校教育
や生涯学
習などにか
かる経費

地方譲与税 513,169
地方消費税交付金 2,306,684
地方交付税 21,491,577
その他
利子割交付金など 284,743

保健、予防接種、清
掃業務、環境対策
などの経費



市債の残高（平成27年度末）

　　市債とは…市が大きな事業を実施する際に、資金を調達するために借り入れる市の借金にあたるものです。

※地方交付税算入額は、市債を借り入れた事業に対して国から交付される地方交付税の額です。

※表の純償還額のほかに、市債の利子の償還もあります。

基金の残高（平成27年度末）

　　基金とは…特定の目的や、不測の事態に備えて、積み立てたり取り崩したりしている、市の貯金にあたるものです。

ふるさと水と土保全基金

可動堰維持管理基金

職員退職手当基金 上場土地改良事業基金

公共施設整備基金 七山山林基金

ふるさと寄附金基金 水産業活性化支援基金

大学等連携基金

国際交流基金 唐津市民交流文化基金

過疎地域自立促進基金 みなとまちづくり基金

響創のまちづくり基金 まちづくり基金

ふるさと振興基金 七山瀬戸享人材育成基金

図書館資料整備基金

人材育成基金 文化基金

離島振興基金 土地開発基金

福祉基金 肉用牛特別導入事業基金

地域振興基金 奨学基金

国民健康保険基金 国民宿舎基金

海中展望塔運営基金

介護保険基金 有線テレビ運営基金

10,052

92,134

35,130

187,018

622,915

77,604

1,624,178

136,730

330,444

0

43,180

43

45,493

109,713

1,777

20,639

184,340

4,230,101

853,006

270,530

62,935,333

109,533

2,423,877

129,367

88,785

11,883,291

(単位：千円）

(単位：千円）

国民健康保険高額療養費等資金貸付基金

特産品販売施設管理運営基金

平成27年度末残高

39,194

1

1,211,479

13,482

75,486

143,032

8,165

27,121

284,523

1,891

純償還額（Ａ）-（Ｂ）

80,615,679

47,647,991

55,666,313

21,545,315

24,949,366

26,102,676

基金名

財政調整基金

減債基金

市債現在高（Ａ）

3,803,747

642,496

区分

一般会計

特別会計

公営企業会計

合計

地方交付税算入額（Ｂ）

142,624,748 79,689,415

14,361,078 2,477,787

合　計 18,898,822

基金名 平成27年度末残高

発電用施設周辺地域整備事業に係る公共用施

設維持基金

一

般

会

計

特

別

会

計

一般会計　小計

特別会計　小計

16,929,957

947,249

公

営

企

業

会

計 公営企業会計　小計

唐津市モーターボート競走場基金 1,021,616

1,021,616



決算を市民１人あたりに換算すると（前年度と比較）

　　

主な財政指標（県内10市の平均値と比較）

①経常収支比率…

②実質公債費比率…

③将来負担比率…

④財政力指数…

平成27年度 平成26年度

559,781円　

549,067円　

平成28年3月31日現在人口

125,608人

平成27年3月31日現在人口

126,820人

標準的な自治体の収入に対する負債返済の割合を示す指標で、18％以上の

団体は、市債の借り入れについて許可が必要となります。

一般会計等の市債や、地方公社や損失補償を行っている出資法人等に係るも

のも含め、将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高を勘案し、将

来、財政を圧迫する可能性の度合いを示す指標で、350％を超えると財政健全

化計画を定めなければなりません。

財政力の強さを表す指数で、「１」に近くあるいは「１」を超えるほど財政力が強い

とされ、単年度の指数が「１」を超える場合は、普通交付税の不交付団体になり

ます。

歳 入 （ 一 般 会 計 ）

歳 出 （ 一 般 会 計 ）

市債現在高（一般会計＋特別会計）

基金現在高（一般会計＋特別会計）

人件費、扶助費、公債費等の義務的性格の経常経費に市税、地方交付税、

地方譲与税等を中心とする経常的な収入である一般財源がどの程度充当され

ているかという割合で、財政構造の弾力性を判断するための指標です。75％を超

えないことが望ましいとされています。

1,021,143円　

142,325円　

534,169円　

522,683円　

1,027,177円　

138,882円　

唐津市

市平均

175

唐津市 88.0％
市平均 89.0％

①経常収支比率

100％

②実質公債費比率

20％

唐津市 15.2％
市平均 10.0％

350％

唐津市 128.2％
６市平均 70.8％

（佐賀市、鳥栖市、多久市、

小城市は、算定がないため）

③将来負担比率

1.0

唐津市 0.421
市平均 0.510

④財政力指数
50

100.5 0


